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はじめに 
CAD（Computer Aided Design）とは，コンピュータの援用による設計・製図手法であり，
その利点を挙げると， 
図面の作成や変更を正確に迅速に能率的に行うことができること． 
質量計算や強度計算を行えること．  
部品相互の干渉の検討や機構のシミュレーションができること． 
等でしょうか．このような利点を積極的に利用し，企業では CADは無くてはならないツール
の一つになっています．このような社会事情を踏まえ情報処理センターの端末には一台，一
台に Auto CAD LTがインストールされているのでしょう．CADにはたくさんの製品が発表
されていますが，どれもマスターするのに電話帳くらいのマニュアルがついてきます．なか
なかその全てに目を通すことは困難で，マスターする最大の障壁はこのマニュアルの多さで
はないでしょうか？線を引く等の基本操作はそれぞれの CAD ソフトのマニュアルをしばら
く我慢してご参照いただきたいのですが，ここでは CAD習得に必要な基本概念，従来の手書
き図面とは根本的に異なる考え方を Auto CAD LTを例にあげてご紹介したいと思います． 
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画層は概念的にはアニメのセル画のようなも
のです．アニメでは主人公のセル画，脇役のセ
ル画，背景のセル画，乗り物のセル画のように，
必要事項だけを 1 枚のセルに描きそれらを何枚
も重ねて一つのシーンを演出します．CADでも
Fig.1に示すように枠の画層，躯体の画層，寸法
の画層などといった複数の画層を重ねることで
1 枚の図面を描きます．手で描く図面が 1 枚の
紙に全ての情報を書き込む必要があるのとはお
おきく異なります．図面に描かれる図形は必ず
いずれかの画層上に描かねばなりませんが画層
の管理をうまく行えば，例えば“寸法だけを非
表示にする”作業や“躯体の線に色をつける”
作業等が瞬時に実施できます．  
 
モデルとレイアウト 
Auto CAD LTでは図面作成を“モデル”とい
う概念で扱います．Auto CAD LTを起動させ実
Fig.1 画層の概念 
際に線を描いていく作業はモデルを作成していることになります．モデルはなるべく実寸で
作成するのが都合がよいのですが，このときモデルの大きさはあまり重要ではありません．
例えば 10mmの小形部品も 10mの大きな柱も CADでは“10作図単位”という扱いをしま
す．最終的にこの“作図単位”を“mm”や“m”に変換すればよいのです．まず最初に紙の
大きさを決め，その紙に合った尺度で図面を作成する手書きとは順番が逆になります． 
“レイアウト”とはコンピュータで作成した図面を印刷し出力する際に必要な概念で，出
力プリンタの能力等により使用する紙の大きさを決定し，その紙に合ったモデルの大きさ，
配置等を決定します．いくつかのモデルを適切に配置し，かつ大きさをその都度，都合のよ
い大きさに変更する作業を行います．つまり最初のモデルを作成する時点では画面上のどの
場所に図を描いても良いわけです．これも手書きで紙に描く方法とは大きく異なります． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モデル               レイアウト 
Fig.2 モデルとレイアウトの一例 
 
おわりに 
コンピュータ支援設計製図ソフトの基本概念として“画層”と“モデル”に絞ってご紹介
しました．しかし設計とはあくまでも人間の独創的な作業であり，CADはそれを支援するた
めの道具に過ぎないことを忘れてはなりません．CADは部品を開発したり設計製図上の問題
点を解決する能力は有していないのです． 
高専では機械工学科を始め多くの学科で製図の講義が行われており，設計製図の基本概念
を習得するために手書き図面の作成を行っています．設計製図の概念，方法を徹底的にマス
ターする最良の方法はやはり自分の手を動かすことではないでしょうか？そういった知識を
十分にマスターして初めて CADの便利さを体感でき，迅速かつ円滑に導入できるのではない
かと思います．この原稿がしっかりとした製図知識の土台に CADの知識を上乗せする一助に
なれば幸いです． 
